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『21世紀教育フォーラム』刊行及び投稿規定

1 ．本『フォーラム』は、高等教育に関する実践的・学術的研究の成果を公表することを目的に刊行する。
2 ．発行は原則として年 1 回、 3 月末とする。
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7 ．翻訳・書評・提言に関しては編集委員会で決める。
8 ．校正は原則として著者が行い、 3 校までとする。
9 ．別刷を希望する場合は、投稿の際に必要部数を申し出る。経費は著者負担とする。
10．本『フォーラム』に掲載される内容は、センターのホームページで公開される。

この規定は、平成17年11月から施行する。
この規定は、平成23年 7 月から施行する。

『21世紀教育フォーラム』執筆要項

1 ．原稿は、手書きの場合字数が明確になるよう原稿用紙に記載する。また、パソコン等を用いる場合
にはＡ4 版の用紙に印字する。原稿は 3 部提出する（ 3 部のうち 2 部はコピーでかまわない）。

	 なお、パソコン等による原稿には、使用したハードウエア及びソフトウエアを明記した記録媒体を
添付することが望ましいが，電子ファイルでの提出も可とする。

2 ．原稿には論文題名、著者名及び所属が和英両語で記載されていなければならない。
3 ．本文の前に要旨（Abstract）及びキーワードを置く。要旨は和文の場合には400字以内、英文の場

合には120語以内とする。キーワードは数語以内とする。
4 ．文献の引用は原則として本文中の該当箇所の右肩に片括弧付きの番号で表示し、出典は本文末尾に

一括して記載する。その際、雑誌の場合は著者名、論文等の題名、掲載誌名、巻・号、ページ、発
行年を、また、単行本の場合は著者名、書名、出版社名、ページ、発行年を記載することを原則と
する。

5 ．印刷に当たって指定したい事項（字体、下線、図表の挿入箇所など）は原稿内に朱書するなどして
明示する。

6 ．図表（写真を含む。白黒のみ）はなるべく少数にとどめ、本文原稿中に挿入することを避け、原則
としてひとつずつＡ4 版程度の白色台紙に貼り添付する。なお、図表の表題、指定事項等は台紙の
端に記載する。また、図表は直接製版できるような明確なものとし、図中に文字などを写植する必
要がある場合には明確に指示する。

7 ．原稿の提出に際しては所定の「投稿申込書」を添付し、編集委員に確認を受ける。
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『21世紀教育フォーラム』（第10号）を発刊することができました。紀要創刊10周年を記念する本
号は、過去最多の 8 本の論文を掲載しています。内容も多彩で、人文、社会、医療などの分野に跨
がっています。この多彩さは、総合大学である本学の教育改善活動が全学的に行われていること
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